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カスリーン台風規模の洪水が発生すると氾濫する可能性がある（利根川）整備状況
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利根川（群馬県伊勢崎市八斗島地点）における年最大流量
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治水施設の長期的な整備目標流量（22,000m3/s）

昭和23年アイオン台風
約12,000m3/s
床下浸水 1,523戸
床上浸水 829戸２）

昭和24年キティ台風
約15,200m3/s
床下浸水 1,792戸
床上浸水 3,969戸３）

平成10年台風5号
約9,960m3/s
床下浸水 1,176戸
床上浸水 98戸４）

昭和22年カスリーン台風
約22,000m3/s
浸水家屋数 303,160戸１）
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水
施
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の
能
力
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Ｓ３３以降はダムで洪水調節を行っているが、ダムが無かった場合に下流に流れてくる洪水流量に換算している（八斗島地点）

年

１）1都5県の合計、利根川百年史 ２）利根川本川筋、渡良瀬川の合計値、利根川百年史 ３）渡良瀬川、鬼怒川、江戸川の合計、利根川百年史 ４）水害統計，国土交通省
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無堤部の築堤堤防嵩上げ

堤防の拡幅

引き堤

河道の掘削

河道改修イメージ

矢木沢ダム

渡良瀬遊水地

渡良瀬川合流点下流部の引堤

旧堤防

利根川における戦後の治水事業整備状況
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栗橋地点

川俣地点

八斗島地点



利根川における治水事業の効果（川俣地点：群馬県明和町）整備状況
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Ｓ20年代 S30年代 S40年代 Ｓ50年代 Ｈ元年代 Ｈ10年代
※１ 洪水調節施設の効果量は、利根川の長期的な治水施設の整備目標である２００年に１回の頻度で発生する洪水時における現況の洪水調節施設の全効果量と全洪水調節容量の比率により、各年代におい
て完成している洪水調節容量から算出。（「２００年に１回の頻度で発生する洪水」が、３０年の間に発生する確率は１４％）

※２ 河道の流下能力は現況河道の流下能力と流下断面積の比率により、各年代の河道の流下断面積から算出

・堤防の整備
(大規模引き堤着手)
・藤原ダム完成
・相俣ダム完成

・大規模引き堤
・薗原ダム完成
・矢木沢ダム完成
・下久保ダム完成

・河床掘削
・堤防の拡幅
・奈良俣ダム完成

・地盤沈下対策
（嵩上）
・堤防の緩傾斜化
・高規格堤防

（％） 【川俣地点におけるカスリーン台風規模の洪水に対する整備状況】

洪水調節施設の効果量（※１）

河道の流下能力（※２）

整
備
率
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Ｓ20年代 S30年代 S40年代 Ｓ50年代 Ｈ元年代 Ｈ10年代

・堤防の整備
(大規模引き堤着手)
・藤原ダム完成
・相俣ダム完成

・大規模引き堤
・薗原ダム完成
・矢木沢ダム完成
・下久保ダム完成
・渡良瀬第一調節池
概成

・河床掘削
・草木ダム
・渡良瀬第二調節池
概成

・堤防の拡幅
・奈良俣ダム完成
・渡良瀬貯水池概成

・地盤沈下対策
（嵩上）
・堤防の緩傾斜化
・渡良瀬第三調節池
概成

利根川における治水事業の効果（栗橋地点：埼玉県栗橋町）整備状況

※１ 洪水調節施設の効果量は、利根川の長期的な治水施設の整備目標である２００年に１回の頻度で発生する洪水時における現況の洪水調節施設の全効果量と全洪水調節容量の比率により、各年代におい
て完成している洪水調節容量から算出。（「２００年に１回の頻度で発生する洪水」が、３０年の間に発生する確率は１４％）

※２ 河道の流下能力は現況河道の流下能力と流下断面積の比率により、各年代の河道の流下断面積から算出

【栗橋地点におけるカスリーン台風規模の洪水に対する整備状況】
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洪水調節施設の効果量（※１）

河道の流下能力（※２）

（％）

整
備
率
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カスリーン台風規模の洪水が発生すると氾濫する可能性がある（荒川）整備状況

Ｓ３６以降はダム等で洪水調節を行っているが、ダム等が無かった場合に下流に流れてくる洪水流量に換算している（岩淵地点）

荒川（東京都北区岩淵地点）における年最大流量

治水施設の長期的な整備目標流量（14,800m3/s）

昭和22年カスリーン台風
約10,560m3/s
床上浸水 124,896戸
床下浸水 79,814戸１）

昭和33年狩野川台風
約6,540m3/s
床上浸水 135,189戸
床下浸水 370,385戸１）

昭和57年台風18号
約5,930m3/s
床上浸水 6,931戸
床下浸水 12,363戸２）

１）熊谷気象台HP、東京市史稿、東京都水害史、東京都水防計画 ２）水害統計，国土交通省

平成11年熱帯性低気圧
約7,650m3/s
床上浸水 192,613戸
床下浸水 69,982戸２）
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二瀬ダム

荒川第一調節池

現在高規格堤防

浦山ダム

荒川における戦後の治水事業

6

整備状況

岩淵地点



荒川における治水事業の効果整備状況
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Ｓ20年代 S30年代 S40年代 Ｓ50年代 Ｈ元年代 Ｈ10年代

・堤防整備
・河道掘削

・堤防整備
・河道掘削
・高潮対策
・二瀬ダム完成

・堤防整備
・河道掘削
・橋梁対策

・堤防整備
・河道掘削
・荒川、中川背割堤
・橋梁対策

・堤防、高規格堤防
・橋梁対策
・浦山ダム完成
・荒川第一調節池完
成

※１ 洪水調節施設の効果量は、荒川の長期的な治水施設の整備目標である２００年に１回の頻度で発生する洪水時における現況の洪水調節施設の全効果量と全洪水調節容量の比率により、各年代において
完成している洪水調節容量から算出。

※２ 河道の流下能力は現況河道の流下能力と流下断面積の比率により、各年代の河道の流下断面積から算出

【岩淵地点（東京都北区)における200年に1回の頻度で発生する洪水に対する整備状況】
（200年に１回の頻度で発生する洪水が30年の間に発生する確率は14%）

洪水調節施設の効果量（※１）

河道の流下能力（※２）

（％）

整
備
率
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明治４３年洪水では、東京都区部も浸水（利根川・荒川）歴史的洪水

昭和２２年カスリーン台風洪水浸水域

明治４３年洪水浸水域

群馬県・埼玉県
に大きく浸水域
が広がる

東京都区部に浸
水域が広がる

利根川百年史，国土交通省関東地方整備局 8



1:25,000デジタル標高地形図「東京区
部」を使用。

国土地理院作成基図に加筆

0 1 2 3km-1
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千住付近千住付近

三ノ輪付近三ノ輪付近

日本堤付近日本堤付近

浅草東本願寺付近浅草東本願寺付近

浅草公園六区浅草公園六区
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荒
川
放
水
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明治43年大洪水の絵葉書の撮影箇所
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荒川放水路は、明治43
年の大洪水をきっかけ
に、翌明治44年に着手
し、昭和5年に完成。



①屋上破壊避難（足立区千住付近）明治43年大洪水

10土木学会図書館資料



②下谷三ノ輪町の浸水（台東区三ノ輪付近）
明治43年大洪水 したや みのわまち

11土木学会図書館資料



③吉原土堤より千住方面の浸水（台東区日本堤付近）明治43年大洪水

12土木学会図書館資料



④浅草公園六区（台東区浅草）明治43年大洪水

13土木学会図書館資料



⑤浅草東本願寺前の浸水（台東区西浅草）明治43年大洪水

14土木学会図書館資料



⑥向島牛の御前付近（墨田区向島）
明治43年大洪水 むこうじま うしのごぜん

15土木学会図書館資料



⑦避難船 本所太平町の惨状（墨田区太平）
明治43年大洪水 ほんじょたいへいちょう

16土木学会図書館資料



⑧惨害を蒙りたる避難者
国技館収容人員一万五千人 嗚呼人生最大の惨事（墨田区両国）

明治43年大洪水

土木学会図書館資料 17



⑨深川猿江町（江東区住吉、猿江、毛利付近）
明治43年大洪水 さるえちょう

土木学会図書館資料 18


